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「「「「本校の教育活動に関する調査」集計結果本校の教育活動に関する調査」集計結果本校の教育活動に関する調査」集計結果本校の教育活動に関する調査」集計結果    

【児童】【児童】【児童】【児童】    

確かな学力を育てる授業について　（児童）確かな学力を育てる授業について　（児童）確かな学力を育てる授業について　（児童）確かな学力を育てる授業について　（児童）
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①わからないことがあったら，人に聞いたり本などで調べたりし

ている。

②思ったことを発言したり，友達と話しあったりしながら，自分の

考えをはっきりさせている。

③進んで家庭学習をしたり，学習用具の準備をしたりしている。

    

主体性や人と関わる力を育てる活動主体性や人と関わる力を育てる活動主体性や人と関わる力を育てる活動主体性や人と関わる力を育てる活動 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%
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④友達と力を合わせて行事に取り組み，自信ややりがいを感

じている。

⑤陰口を言ったりばかにしたりしないで，友達と話し合い，助

け合えるようにしている。

 

健やかな心と体を育てる活動　(児童)健やかな心と体を育てる活動　(児童)健やかな心と体を育てる活動　(児童)健やかな心と体を育てる活動　(児童)0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%
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⑥休み時間や休日は体を動かして遊んでいる。

⑦交通ルールや生活の決まりに気を付けルールを守って生

活している。

⑧先生は話をよく聞いてくれたり，相談に乗ってくれたりす

る。

 

家庭・地域との連携について　（児童）家庭・地域との連携について　（児童）家庭・地域との連携について　（児童）家庭・地域との連携について　（児童）0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%
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⑨あいさつ，手伝い，生活リズム（早寝，早起き，朝ごはんな

ど）をしっかりしている。

⑩学校からのおたよりなどをその日のうちに家族に見せてい

る。

 

 

 

 

 



【保護者】【保護者】【保護者】【保護者】    

確かな学力を育てる授業について（保護者）確かな学力を育てる授業について（保護者）確かな学力を育てる授業について（保護者）確かな学力を育てる授業について（保護者）
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①お子さんは疑問に思ったことを聞いたり，わからないことを

進んで調べたりしている。

②お子さんは，自分の考えを相手にわかりやすく伝えようと

している。

③お子さんは，進んで家庭学習をしたり，学習用具の準備を

したりしている。

 

主体性や人と関わる力を育てる活動（保護者）主体性や人と関わる力を育てる活動（保護者）主体性や人と関わる力を育てる活動（保護者）主体性や人と関わる力を育てる活動（保護者）
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④お子さんは，学校行事に意欲的に取り組んでいる。

⑤お子さんは，考えや価値観などの違いを受け入れられる

ようになっている。

 

健やかな心と体を育てる活動（保護者）健やかな心と体を育てる活動（保護者）健やかな心と体を育てる活動（保護者）健やかな心と体を育てる活動（保護者）
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⑥お子さんは，進んで体を動かし健康を考えて生活をしてい

る。

⑦学校は登下校時の交通安全や不審者対策についての対

応を行っている。

⑧授業参観や懇談会，面談や相談など，学校は行きやすい

場となっている。

 

家庭・地域との連携について（保護者）家庭・地域との連携について（保護者）家庭・地域との連携について（保護者）家庭・地域との連携について（保護者）
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⑨家庭では，お子さんのあいさつ，手伝い，生活リズムを大

切にしている。

⑩学校・学年だよりや説明会等を通して家庭への適切な情

報提供が行われている。

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【教職員】【教職員】【教職員】【教職員】    

確かな学力を育てる授業について　（職員）確かな学力を育てる授業について　（職員）確かな学力を育てる授業について　（職員）確かな学力を育てる授業について　（職員）
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①教材研究を深め，ねらいの明確な授業をしている。

②相互の考え方を聞きあい，課題解決を図る授業を行ってい

る。

③kどもにとって興味深く，やりがいのある教材や課題を準備し

ている。

 

主体性や人と関わる力を育てる活動（職員）主体性や人と関わる力を育てる活動（職員）主体性や人と関わる力を育てる活動（職員）主体性や人と関わる力を育てる活動（職員）0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%
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④行事のねらいを明確にし，その子の努力を認め励まして

いる。

⑤子どもを頭ごなしに否定したり行為を禁止したりせず，い

つも共感的に愛情をもって接している。

 

健やかな心と体を育てる活動　（職員）健やかな心と体を育てる活動　（職員）健やかな心と体を育てる活動　（職員）健やかな心と体を育てる活動　（職員）
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⑥体育・健康に関して，体育科の授業を始め，教育活動全体

を通じて適切に指導している。

⑦日常生活の場面を適切にとらえて，全ての教科・領域，日

常生活を通して道徳教育をしている

⑧生徒指導や教育相談等で保護者と面談する際は，主任や

係と相談し，対応している。

 

家庭・地域との連携について　（職員）家庭・地域との連携について　（職員）家庭・地域との連携について　（職員）家庭・地域との連携について　（職員）0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%
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⑨基本的な生活習慣の確立をねらい，家庭との連携を図っ

ている。

⑩学校・学年だより等で家庭への情報発信を行っている。

 

あいさつ等について　（職員）あいさつ等について　（職員）あいさつ等について　（職員）あいさつ等について　（職員） 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%
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児童は，あいさつ，手伝い，生活リズム(早ね，早起き，朝ご

はん)をしっかりしている。

 

 

 

 



確かな学力を育てる授業について　（児童）確かな学力を育てる授業について　（児童）確かな学力を育てる授業について　（児童）確かな学力を育てる授業について　（児童）
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①わからないことがあったら，人に聞いたり本などで調べたりし

ている。

②思ったことを発言したり，友達と話しあったりしながら，自分の

考えをはっきりさせている。

③進んで家庭学習をしたり，学習用具の準備をしたりしている。
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「本校の教育活動に関する調査」の集計結果をうけて「本校の教育活動に関する調査」の集計結果をうけて「本校の教育活動に関する調査」の集計結果をうけて「本校の教育活動に関する調査」の集計結果をうけて    
（児童・保護者・教職員） 

 

今年度の調査は，学校運営の 4 つの柱ごとに調査内容を整理し，児童と保護者の皆さんに同じ

項目で質問するとともに，教職員の自己評価もあわせて行いました。 

集計結果を見ると，児童，保護者，教職員それぞれ，A（あてはまる）B（ややあてはまる）を

合わせた割合のほとんどが７５～９０％を占めていました。７０％を上回れなかった項目や，C（あ

まりあてはまらない）D（あてはまらない）の数値については，考えられるその理由と対策を十分

検討して，改善に努めていきたいと思います。 

 

１１１１    確かな学力を育てる授業確かな学力を育てる授業確かな学力を育てる授業確かな学力を育てる授業    

｢わからないことがあったら，人に聞いたり本などで調べたりしている」と思っている子ども

は８５％（A４２％，B４３％）でした。保護者の方も７６％（A２７％，B４９％）がわからな

いことは進んで調べていると感じています。 

  ｢進んで家庭学習をしたり，学習用具の準備をしたりしている」ことについても，子どもの８２％

（A４５％，B３７％），保護者の７３％（A３２％，B４１％）が，あてはまると考えています。 

しかしながら，「思ったことを

発言したり，友達と話し合った

りしながら，自分の考えをはっ

きりさせている」と思っている

子どもは６２％（A２３％，B

３９％）でした。この値は，AB

合わせた割合で，唯一７０％を

下回る最も低い値でした。自分

の考えをもつこととそれを伝え

ることについて，手応えを感じ

ている子とそうでない子にほぼ

二分されている状況です。 

なぜ二分されてしまっているのでしょうか。手応えを感じられないでいる３８％（C３４％，

D４％）の子どもたちは，指図されることが多く自分で考える必要感が薄いのかもしれません。

あるいは，考えを受け入れられないことが重なって，伝えることが億劫になっているのかもしれ

ません。 

まず，教師は，一人一人の思いを共感的に受け止め，理解を深める必要があります。さらに，

教材研究を深めて，子どもにとって興味深く，やりがいのある課題や教材の準備に努めていきた

いと思います。そうして，相互の考えを聞き合い，課題解決を図るといった言語活動をどの子に

も保証する授業づくりに努めていきたいと考えています。 

 

２２２２    主体性や人と関わる力を育てる活動主体性や人と関わる力を育てる活動主体性や人と関わる力を育てる活動主体性や人と関わる力を育てる活動    

学校行事への子どもたちの意欲的な取り組みについては，高い評価を得ています（AB 子ども

８８％，保護者９４％）。人と関わる力については，「陰口を言ったり馬鹿にしたりしないで，友

だちと話し合い，助け合えるようにしている」と思っている子どもが８３％（A３５％，B４８％），
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⑨あいさつ，手伝い，生活リズム（早寝，早起き，朝ごはんな

ど）をしっかりしている。

⑩学校からのおたよりなどをその日のうちに家族に見せてい

る。
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【保】お子さんは，進んで体を動かし健康を考えて生活をして

いる。

【児】休み時間や休日は体を動かして遊んでいる。
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【保】授業参観や懇談会，面談や相談など，学校は行きやす

い場となっている。

【児】先生は話をよく聞いてくれたり，相談に乗ってくれたりす

る。
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【保】お子さんは，考えや価値観などの違いを受け入れられ

るようになっている。

【児】陰口を言ったりばかにしたりしないで，友達と話し合い，

助け合えるようにしている。

「お子さんは，考えや価値観などの違いを受け入れられるようになっている」と感じている保護

者は８２％（A３４％，B４８％）です。その一方で，そうは思えないと思っている子どもたちが

１７％（C１４％，D３％）

いるという実態です。 

行事の中で，それぞれの特

徴を生かし，力を合わせ，共

にがんばった経験を，日ごろ

の生活に生かしていくことを，

教師も子どもたちと共に意識

することが必要です。 

主体性や人と関わる力を高めるということは，他者と関わりながら生きる人間にとって，自己

実現への道のりと重なるものであると思います。社会の一員として生きている教師が，一人の人

間として自己を開き，子どもと共に人間的な弱さを乗り越えようとする姿勢で，人間的なふれあ

いをしていきたいと考えています。 

 

３３３３    健やかな心と体を育てる活動健やかな心と体を育てる活動健やかな心と体を育てる活動健やかな心と体を育てる活動    

 ｢休み時間や休日は体を動か

して遊んでいる」については，

子どもは AB８３％，保護者は

AB７６％で，意識に違いがあり

ました。 

 また，「先生は話をよく聞いて

くれたり，相談に乗ってくれた

りする」という相談活動に関し

ては，ほとんどの子どもがそう

思っていました（AB９０％，保

護者は AB９２％）。しかし，そ

う感じられないでいる子どもが

いることにも目を向け，今後も家庭との連携を密にしながら，教職員全体で子どもに関わるとい

う姿勢を大切にしていきたいと考えています。 

 

４４４４    家庭・地域との連携家庭・地域との連携家庭・地域との連携家庭・地域との連携    

 ｢あいさつ，手伝い，生活リズ

ムをしっかりしている」につい

ては，８２％の子どもたちがそ

う思っています。今後も学校と

家庭が連携して具体的に子ども

たちに働きかけていきたいと考

えています。 

また，子どもと保護者の信頼を得ることに誠実に努めていきます。学校の方針をわかりやすく

説明するよう心がけます。保護者の理解を得て，同じ方向で努力を重ねていくことで子どもは育

つものです。成長した子どもの姿があってこそ信頼が深まるものと考えています。 

    


